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引
き
揚
げ
開
始
と
舞
鶴
港

　

第
2
次
世
界
大
戦
（
ア
ジ
ア
、
太

平
洋
戦
争
）
の
終
結
後
、
海
外
に

残
さ
れ
た
日
本
人
は
、
軍
人
・
軍
属

が
約
３
３
０
万
人
、
一
般
邦
人
が
約

３
０
０
万
人
以
上
と
い
わ
れ
、
こ
の

人
た
ち
の
速
や
か
な
帰
国
は
全
国
民

の
切
な
る
願
い
で
し
た
。

　

政
府
は
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）

年
9
月
28
日
、
軍
港
だ
っ
た
舞
鶴
を

は
じ
め
、
浦
賀
、
呉
、
下
関
、
博
多
、

佐
世
保
、
鹿
児
島
、
横
浜
、
仙
崎
、

門
司
の
全
国
10
港
を
引
揚
港
と
し
て

引
き
揚
げ
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

膨
大
な
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
事

業
は
、
史
上
に
そ
の
例
を
見
な
い
民

族
の
大
移
動
で
あ
り
、
国
内
各
地
か

ら
駆
け
つ
け
た
肉
親
と
の
再
会
は
、

明
暗
と
哀
歓
を
織
り
混
ぜ
た
人
生
の

一
大
ド
ラ
マ
で
し
た
。

ソ
連
各
地
の
収
容
所
へ

　

１
９
４
５
（
昭
和
20)

年
8
月
の

無
条
件
降
伏
直
後
、
旧
満
州
（
中
国

東
北
部
）
の
日
本
軍
兵
士
ら
は
ソ
連

軍
に
よ
っ
て
武
装
解
除
さ
れ
、
満
州

地
区
で
27
か
所
、
北
朝
鮮
地
区
で
７

か
所
の
中
間
集
結
地
に
集
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
数
は
約
60
万
人
に
の
ぼ
り
、

う
ち
約
47
万
２
千
人
が
、
北
は
北
極

圏
内
か
ら
、
南
は
カ
ス
ピ
海
や
中

央
ア
ジ
ア
南
部
、
西
は
モ
ス
ク
ワ

近
郊
か
ら
、
東
は
極
東
シ
ベ
リ
ア

の
最
東
端
ま
で
の
広
大
な
地
域
、
約

１
８
０
０
か
所
の
収
容
所
に
強
制
移

送
さ
れ
ま
し
た
。
軍
人
以
外
に
、
開

拓
団
員
、
官
吏
、
従
軍
看
護
婦
、
事

務
職
員
で
あ
る
女
性
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

抑
留
生
活
の
す
が
た

　

戦
争
に
よ
る
ソ
連
の
戦
死
者
な
ど

は
、
数
千
万
人
に
の
ぼ
っ
た
と
い
わ

れ
、
荒
廃
・
停
滞
し
た
国
土
建
設
や

経
済
復
興
に
必
要
な
労
働
力
が
不
足

し
ま
し
た
。
そ
の
労
働
力
不
足
を
日

本
人
捕
虜
に
求
め
、
過
酷
な
強
制
労

働
は
、森
林
伐
採
や
木
材
積
み
出
し
、

鉄
道
建
設
工
事
と
そ
の
関
連
作
業
、

土
木
・
建
築
・
農
作
業
、
炭
坑
作
業

な
ど
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
っ
と
も
過
酷
な
労
働

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
が
森
林
伐

採
で
、多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

今
な
お
ソ
連
各
地
の
大
地
に
眠
っ
た

ま
ま
の
犠
牲
者
が
あ
り
ま
す
。

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害　

　

明
治
時
代
に
は
松
山
や
徳
島
の
事

例
の
よ
う
に
捕
虜
問
題
に
適
正
に
対

処
し
て
き
た
日
本
は
、
そ
の
後
、
捕

虜
を
人
道
的
に
扱
う
べ
き
で
あ
る

と
定
め
た
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年

７
月
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
批
准
せ

ず
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
1
月

に
出
さ
れ
た
「
戦
陣
訓
」
を
最
優
先

に
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
生
命
や

待
遇
な
ど
捕
虜
を
人
道
的
に
取
り
扱

う
こ
と
に
つ
い
て
、
兵
士
個
人
も
政

府
も
対
応
し
え
な
い
状
況
に
落
ち
入

ら
せ
た
よ
う
で
す
。

　

戦
勝
国
、
敗
戦
国
を
問
わ
ず
戦
争

は
人
々
に
と
っ
て
、
死
と
苦
痛
を
与

え
、
人
間
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
何

者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
戦
争
は
最

大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
過
酷
な
収
容
所
生
活
の
中

で
、
多
く
の
人
々
の
生
命
が
失
わ
れ

た
こ
と
、
苦
痛
の
労
働
実
態
な
ど
に

つ
い
て
引
揚
記
念
館
で
展
示
資
料
な

ど
に
よ
っ
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

引
揚
記
念
公
園
に
上
り
、
数
々

の
記
念
碑
や
復
元
さ
れ
た
引
揚
桟
橋

を
見
な
が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
一
人
ひ
と
り
が
、
あ
ら
ゆ
る
問

題
に
対
し
て
自
分
自
身
の
考
え
や
意

見
を
持
ち
、
発
言
で
き
る
生
き
方
こ

そ
大
切
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
！

　

舞
鶴
港
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
10
月
7
日
の
引
き
揚
げ
第
一
船
「
雲

仙
丸
」
の
入
港
か
ら
、
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
9
月
7
日
、
最
終
船
「
白

山
丸
」
ま
で
の
13
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
ソ
連
、
中
国
な
ど
大
陸
か
ら
の
引

き
揚
げ
者
66
万
人
余
り
、
遺
骨
1
万
6
千
余
柱
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

〜
舞
鶴
引
揚
記
念
館
を
訪
ね
て
〜

（
参
考
）

・「
母
な
る
港　

舞
鶴
」　

　
　
　
　

舞
鶴
引
揚
記
念
館
発
行

・「
引
揚
港　

舞
鶴
の
記
録
」　

　
　
　

       

舞
鶴
市
役
所
発
行

・「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
１
４
５
０
日
」

　
　
　
　
　
　

東
京
堂
出
版
発
行

引揚記念公園に建つ記念碑


